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・年末年始の欧米市場は、重要イベントに乏しい中、経済指標の公表もそれほど多く無かったため穏やかな

展開となった。１月２日時点でS&P500とＮＹダウの終値はそれぞれ29日に付けた最高値から１％程度下落、

欧州株は国によって区々だが総じてみれば小幅下落。閑散相場の中で持高調整が入った。為替はUSD/JPYが

（日本の連休を通してみれば）若干のJPY安に留まった一方、EUR/USDは２日に1.21を割り込んだ後、５日

日本時間早朝には2010年６月以来で初めて1.20を割り込んだ。ドラギ総裁が国債購入に前向きな発言をし

たことが材料視された。米10年金利は低下基調が継続。２日にはＩＳＭ指数の予想比下振れを受けて急低

下、12月FOMC後（12/17）の上昇の大部分を吐き出す格好となった。欧州債はドラギ総裁発言が支援材料と

なり総じて堅調。 

 

連休中に公表された欧米経済指標の結果は以下のとおり。 

・31日発表の12月ＣＢ消費者信頼感指数は92.6と、上方修正された前月（91.0）から一段と改善。現況

（93.7→98.6）の著しい改善が期待指数（89.3→88.5）の低下を補った。ガソリン価格下落が現況指数の

改善に寄与した模様。雇用判断項目では職探し（雇用）が「十分」との回答から職探しが「困難」との回

答を引いた数値が▲10.6と2008年４月以来の水準を回復。雇用統計ＮＦＰおよび失業率と強い相関を持つ

同指数の改善はNFP24.0万人、失業率5.7％（前月比▲0.1％低下）を見込む市場予想をサポートする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・31日発表の新規失業保険申請件数は29.8万件と前週から1.7万人増加、４週移動平均は29.1万件と再び上昇

に転じた。目下の失業保険申請件数の水準および減少ペースがＮＦＰの20万人後半から30万人前後に整合

する非常に強い内容であることに変わりはないが、足もとで労働市場の回復ペースが幾分鈍化している可

能性は否定できない。12月ＣＢ消費者信頼感調査、ＩＳＭ製造業の雇用指数など労働市場の改善ペース加

速を示唆する指標が存在するのも事実だが、過去２ヶ月程度の新規失業保険申請件数の減少一服はやや不

気味な印象。12月はクリスマス休暇の関係で季節調整が歪んでいる可能性があるため過大（過小）評価に

注意は必要だが、向こう数週間の実績が芳しくない場合は労働市場の楽観的な見方に微調整を加えるべき

かもしれない。 
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ＣＢ消費者信頼感指数
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ＣＢ消費者信頼感指数（雇用判断）

（備考）Thomson Reutersにより作成

雇用（職探し）が「十分」との

回答から「困難」を

差し引いたもの
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・31日公表の11月中古住宅販売成約指数は前月比＋0.8％と市場予想（＋0.5％）以上に反発。中古住宅販売

件数に１-２ヶ月の先行性を有する同指数は７月をピークに改善が一服、実際の販売件数が増加するとの筆

者シナリオ疑問を投げかけていたが、今回の結果はそうした疑念を和らげる。雇用・所得環境の改善とい

うベースにモーゲージ金利の低位安定という追い風が加わることで先行きの住宅販売市場は回復傾向が一

段と鮮明化してくるだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１日公表の12月ＩＳＭ製造業景況指数は55.5と前月から3.2pt軟化、市場予想（57.5）を下回った。生産

（64.4→58.8）、新規受注（66.0→57.3）が異例の高水準から低下したほか、在庫（51.5→45.5）が下押

しに寄与。他方、雇用（54.9→56.8）と入荷遅延（56.8→59.3）は指数押し上げに寄与。強弱入り混じる

メッセージで評価は難しいが、新規受注・在庫バランスがさほど低下していないことを重視すれば、今回

の結果はヘッドラインの落ち込みほどネガティブではない。もっともＩＳＭ指数は低下したとはいえ、10-

12月期の水準から示唆される実質ＧＤＰ成長率は4.0％と極めて強い成長軌道を維持している。これは

5.0％という異例の高成長を記録した７-９月期から僅かに低下したに過ぎない水準だ。 
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ＩＳＭ新規受注・在庫バランス

(備考）Thomson Reutersにより作成
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